
秋の企画展

平成 29年 10 月 7日（土）～ 11月 26 日（日）

驚き連発、考古学の旅！

博物館だより季刊
10月・11 月・12月

ＵＲＬhttp://www.general-museum.fks.ed.jp

FUKUSH IMA  MUSEUM
QUAR T ER L Y 福島県立博物館
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会津大塚山古墳出土 三角縁神獣鏡
（会津若松市）古墳時代

ト
ピ
ッ
ク

５
カ
年
に
わ
た
る
修
復
事
業
を
終
え
た
国
指
定
重
要
文
化
財
を
一
挙
公
開

魅
力
再
発
見
！̶

会
津
大
塚
山
古
墳
出
土
品̶

主な展示遺跡　旧石器時代：大谷上ノ原遺跡（楢葉町）、赤柴遺跡（新地町）　縄文時代：和台遺跡（福島市）、
三貫地貝塚（新地町）、東町遺跡（南相馬市）、馬場前遺跡（楢葉町）　弥生時代：桜町遺跡（会津若松市）、
七十苅遺跡（只見町）、油田遺跡（会津美里町）　古墳時代：会津大塚山古墳（会津若松市）、四穂田古墳（中島村）、
餓鬼堂横穴墓群（いわき市）　古代：横大道遺跡（南相馬市）、鶴沼Ｂ遺跡（会津若松市）、小茶円遺跡（いわき市）
中世：宮脇遺跡（伊達市）、柏木城跡（北塩原村）、トロミ遺跡（二本松市）　
近世：小峰城跡（白河市）、二本松城跡（二本松市）　近代：滝川製鉄遺跡（富岡町）

関
連
行
事

■
企
画
展
記
念
講
演
会

「
ふ
く
し
ま
の
考
古
学
　
こ
の
10
年
」

日
時
：
10
月
7
日
（
土
）
　13
時
30
分
〜
15
時

講
師
：
福
島
県
考
古
学
会
会
長
　玉
川
一
郎
氏

「
最
新
ふ
く
し
ま
の
古
墳
時
代
研
究
」

日
時
：
11
月
3
日
（
金
・
祝
）
　13
時
30
分
〜
15
時

講
師
：
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
教
授
　菊
地
芳
朗
氏

「
世
界
初
！
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
に
成
功
〜
三
貫
地
貝
塚
の
人
骨
は
語
る
」

日
時
：
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
　13
時
30
分
〜
15
時 

講
師
：
国
立
遺
伝
学
研
究
所
教
授
　斎
藤
成
也
氏

■
展
示
解
説
会

①
10
月
7
日
（
土
）、
10
月
22
日
（
日
）、
11
月
3
日
（
金･

祝
）、
11
月
23
日
（
木･

祝
）

②
11
月
12
日
（
日
）

時
間
：
①
15
時
15
分
〜
16
時
15
分
　②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
　

講
師
：
当
館
学
芸
員
　

■
特
別
展
示
解
説
会

日
時
：
11
月
18
日
（
土
）
　13
時
30
分
〜
14
時
30
分

講
師
：
中
央
大
学
文
学
部
教
授
　小
林
謙
一
氏
　
　

滝川製鉄遺跡の製鉄炉跡（富岡町）
幕末～明治時代

稲村御所跡出土 漆製品（須賀川市）
室町時代

小茶円遺跡出土 「大同元」「判祀郷」
記銘木簡（いわき市）平安時代

三貫地貝塚出土 人骨（新地町）
縄文時代

平
成
29
年
度
秋
の
企
画
展

発
掘
ふ
く
し
ま
４
10
月
7
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）

県
内
の
考
古
学
最
新
情
報
を
い
ち
早
く
県
民
に
提
供
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
展
「
発
掘
ふ
く
し
ま
」
の
４
回

目
。
ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
等
の
影
響
も
あ
り
、
13
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

こ
の
13
年
間
に
も
県
内
の
発
掘
調
査
は
数
多
く
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
遺
跡
や
遺
物
の
研
究
も

進
展
し
て
、
新
た
な
ふ
く
し
ま
の
歴
史
が
形
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
を
通
し
て
、
豊
富
な
考
古
学
最
新
情
報
で
彩
り
、
新
し
い
知
見
を
県
民

の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
は
６
年
前
の
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、「
ふ
く
し
ま
」
と
は
何
か
？
「
ふ
る
さ
と
」

と
は
何
か
？ 

を
改
め
て
問
い
直
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
し
ま
の
地
に
生
き
た
遠
い
祖
先
が
残
し
た
足
跡
を

辿
る
こ
と
は
、福
島
県
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
よ
り
ど
こ
ろ
）
を
探
る
旅
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

展
示
す
る
資
料
は
す
べ
て
、
ふ
く
し
ま
の
地
中
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
政
治
的
な
ウ
ソ

や
経
済
的
な
虚
飾
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
実
だ
け
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
で
す
。
た
く
さ
ん
並
ん
だ
考
古

資
料
の
中
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
真
実
を
見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
耳
を
す
ま
せ
ば
、
土
の
中
か
ら
に
ぎ
や
か
な
祖
先
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

平
成
29
年

表紙　東町遺跡（南相馬市）と南相馬市立原町第一小学校の児童たち（写真提供：南相馬市教育委員会）

展
示
構
成

１ 

旧
石
器
時
代 ―

浜
通
り
の
旧
石
器
時
代
人―

２ 

縄
文
時
代 ―

ふ
く
し
ま
が
列
島
文
化
の
中
心
!?
〜
検
証･

複
式
炉
文
化
論―

　 

　
　
　
　 ―

世
界
初
！
縄
文
人
の
ゲ
ノ
ム
解
析―

３ 

弥
生
時
代 ―

墓
は
語
る―

４ 

古
墳
時
代 ―

新
資
料
が
語
る
ふ
く
し
ま
古
墳
文
化
の
成
り
立
ち―

５ 

古
代 ―

県
内
ぐ
る
っ
と
郡
家
の
旅―

６ 

中
世 ―

進
む
中
世
城
館
の
調
査―

７ 

近
世
以
降 ―

城
・
城
下
・
産
業
遺
跡―

会　　場　福島県立博物館企画展示室
観覧時間　9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
観 覧 料　一般・大学生　500 円（20 名以上の団体は400 円）　高校生以下は無料
休 館 日　10 月 10 日（火）・16 日（月）・23 日（月）・30 日（月）　
　　　　　11 月６日（月）・13 日（月）・20 日（月）

北鹿又出土 ヒサゴ形注口土器（田村市）
縄文時代

四穂田古墳出土 短甲（中島村）
古墳時代

大谷上ノ原遺跡出土ナイフ形
石器（楢葉町）旧石器時代
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会津大塚山古墳出土 三角縁神獣鏡
（会津若松市）古墳時代

開
公
挙
一
を
財
化
文
要
重
定
指
国
た
え
終
を
業
事
復
修
る
た
わ
に
年
カ
５

！
見
発
再
力
魅

̶

品
土
出
墳
古
山
塚
大
津
会

̶

主な展示遺跡　旧石器時代 縄文時代：和台遺跡（福島市）、
弥生時代：桜町遺跡（会津若松市）、

七十苅遺跡（只見町）、油田遺跡（会津美里町）　古墳時代：会津大塚山古墳（会津若松市）、四穂田古墳（中島村）、
餓鬼堂横穴墓群（いわき市）　古代：横大道遺跡（南相馬市）、鶴沼Ｂ遺跡（会津若松市）、小茶円遺跡（いわき市）
中世：宮脇遺跡（伊達市）、柏木城跡（北塩原村）、トロミ遺跡（二本松市）　
近世：小峰城跡（白河市）、二本松城跡（二本松市）　近代：滝川製鉄遺跡（富岡町）

事
行
連
関

会
演
講
念
記
展
画
企
■

の
こ
　
学
古
考
の
ま
し
く
ふ
「

10

」
年

10
月
7

）
土
（
日

　13
時
30

15
時

　

氏
郎
一
川
玉

」
究
研
代
時
墳
古
の
ま
し
く
ふ
新
最
「

11
月
3

）
祝
・
金
（
日

　13
時
30

15
時

　

11
月
23

）
祝
・
木
（
日

　13
時
30

15
時 

　

氏
也
成
藤
斎

会
説
解
示
展
■①

10
月
7

、）
土
（
日

10
月
22

、）
日
（
日

11
月
3

金
（
日

･

、）
祝

11
月
23

木
（
日

･

）
祝

②
11
月
12

）
日
（
日15

時
15

16
時
15
分
　②
13
時
30

14
時
30
分
　

　
会
説
解
示
展
別
特
■

11
月
18

）
土
（
日

　13
時
30

14
時
30
分

　

氏
一
謙
林
小

　
　

滝川製鉄遺跡の製鉄炉跡（富岡町）
幕末～明治時代

稲村御所跡出土 漆製品（須賀川市）
室町時代

」郷祀判「」元同大「 土出跡遺円茶小
記銘木簡（いわき市）平安時代

三貫地貝塚出土 人骨（新地町）
縄文時代

行
政
政
策
学
類
教
授  

菊
地
芳
朗
氏
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新任学芸員紹介
トピックス

今年度より、民俗分野の一員として福島県立博物館に加わりまし
た、山口拡と申します。
民俗学といってもその範囲は広く、それぞれの学芸員がもつ研究
テーマも様々です。今までは、絵馬のような信仰にかかわるもの、
竹で編んだカゴやザルといったものについて研究してきました。ま
た、近代以降に故郷を離れた人たちが、新しい土地で生活を作り上
げていく時の同郷の結びつきについての研究も行っています。
私自身も、この4月に生まれ育った東京を離れて、会津若松へ引っ
越してきました。そんな自己紹介をすると、県内の方にはよく「ど
うしてわざわざ東京から？」「何もないところだけど大丈夫？」と
いわれます。もちろん、生まれ育った東京には今でも愛着や魅力を
感じますが、福島県にも素敵なところがたくさんあります。それら
はあまりにも身近過ぎて、長く住んでいる方々には気付きにくい場
合もあるのかもしれません。県内各地で育まれてきた暮らしの歴史
や素晴らしさを、皆さんと一緒に再確認し、世代を超えてつないで
いけるよう、博物館から発信してきたいと考えています。
また、学習支援班としてイベント開催などに携わる機会も多いた
め、館内でお目にかかることもあるかもしれません。そんな時は、
気軽に声をお掛けいただければ嬉しく思います。

山口　拡　民俗分野担当
やまぐち      ひろむ

弦巻　優太　自然分野担当
つるまき　　ゆうた

この度、福島県立博物館に赴任した弦巻優太と申します。県立博
物館が誕生したのが、1986 年 10 月。実は私の誕生日も 1986 年
10 月。（日にちは違いますが･･･。）博物館と同じ 30 歳です。きっ
と何か縁があって赴任してきました。（と自分は思っています。）
私は、これまで８年間中学校の理科教師として子どもたちの教育
に携わってきました。地質や化石には興味がありましたが、実際に
化石を掘ったり、講義を聴いたりしたことは一度もありませんでし
た。だからこそ、今回博物館で仕事をする機会をいただいたことを
大変光栄に思っています。早いもので、赴任してから 4ヶ月が経
ちました。その中で化石、岩石の発掘・調査やワークショップなど
に参加して学芸員としての仕事の魅力を知り、ふくしまの地質に関
してさらに興味がわきました。企画展の準備にも参加させていただ
き、とても充実した 4ヶ月でした。
福島県立博物館は、貴重な資料が多く展示・保管してあり、子ど
もから大人まで生涯学習において大変魅力的な施設です。しかし、
まだその魅力を知らない方も多くいらっしゃるのではないでしょう
か。そこで、私は、多くの方が気軽に来館して学べるような「親し
みのある」施設を目指していくことを目標としています。そのつな
ぎ役として力を発揮していければと思っています。今はまだ勉強不
足でできることは限られていますが、博物館を利用する方のために
研究・研修に励み、専門性を高めていきたいと思います。博物館で
みかけたら気軽に声をかけてください。皆様、これからもよろしく
お願いいたします。

夏
の
企
画
展

ふ
く
し
ま 

５
億
年
の
自
然
史

会
期 

平
成
29
年
7
月
15
日（
土
）〜
9
月
18
日（
月･

祝
）

展覧会レポート
今
年
度
の
夏
の
企
画
展
「
ふ
く
し
ま
　
５

億
年
の
自
然
史
」
は
、
７
月
15
日
（
土
）
に

無
事
開
幕
し
ま
し
た
。
特
に
開
幕
翌
日
の
日

曜
日
か
ら
３
日
間
は
連
日
１
０
０
人
を
超
え

る
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
幕
と
同
時
に
大
勢
の
方
々
に
お
出
で
い

た
だ
け
た
の
は
、
や
は
り
直
前
に
新
聞
等
で

「
ふ
く
し
ま
最
古
の
新
種
化
石
発
見
」
が
報

道
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
、
新
種
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
南
相
馬

市
鹿
島
区
の
合
ノ
沢
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
デ

ボ
ン
紀
後
期
（
約
３
億
８
千
万
年
〜
３
億
６

千
万
年
前
）
の
腕
足
類
の
仲
間
で
、
キ
ル
ト

ス
ピ
リ
フ
ァ
ー
・
ア
イ
ノ
サ
ウ
ェ
ン
シ
ス
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
発
見
は
、
当
館
の
猪
瀬
学
芸
員
と

新
潟
大
学
の
田
沢
純
一
名
誉
教
授
た
ち
と
の

共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
す
が
、そ
の
中
で
、

郡
山
市
在
住
の
化
石
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
横

田
昭
彦
さ
ん
が
当
館
に
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た

標
本
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

研
究
の
過
程
で
、
猪
瀬
学
芸
員
が
採
集
し
た

標
本
と
寄
贈
標
本
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た

際
、
寄
贈
標
本
中
に
も
採
集
品
と
同
じ
新
種

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。
来
館
し
た
方
々
は
、
新
発
見
の
話
題
に

興
味
津
々
で
熱
心
に
展
示
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
き

込
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

５
億
年
前
に

で
き
た
ふ
く
し

ま
最
古
の
岩
石

も
注
目
し
て
い

た
だ
い
た
資
料

の
一
つ
で
す
。

そ
の
岩
石
と

は
、
や
は
り
南
相
馬
市
鹿
島
区
付
近
に
分
布

す
る
松
ヶ
平
変
成
岩
類
で
す
。
５
億
年
前
と

い
う
年
代
は
、
単
に
岩
石
を
観
察
し
て
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
岩
石
中
の
鉱
物
に
含
ま
れ
る

あ
る
種
の
放
射
性
同
位
元
素
の
割
合
を
物
理

的
に
計
測
す
る
こ
と
で
、
岩
石
の
年
代
を
推

定
す
る
の
で
す
。
来
館
し
た
方
々
は
、
細
か

い
縞
模
様
の
見
ら
れ
る
緑
色
片
岩
や
石
英
片

岩
な
ど
の
標
本
か
ら
５
億
年
と
い
う
悠
久
の

時
を
感
じ
取
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、

じ
っ
く
り
と
見
つ
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

い
わ
き
・
双
葉
地
域
に
分
布
す
る
白
亜
紀

の
地
層
か
ら
は
恐
竜
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
ヒ
ロ
ノ
リ
ュ
ウ
と
オ
オ

ヒ
サ
リ
ュ
ウ
は
、
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
と
呼

ば
れ
る
鳥
脚
類
の
仲
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
見

つ
か
っ
た
化
石
は
歯
や
脊
椎
骨
な
ど
全
体
の

ご
く
一
部
分
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
の
実

物
を
展
示

し
ま
し

た
。ま
た
、

そ
れ
ら
と

同
じ
ハ
ド

ロ
サ
ウ
ル

ス
の
仲
間

の
チ
ン
タ

オ
サ
ウ
ル

ス
の
全
身

骨
格
複
製

も
展
示
し

ま
し
た
。
大
き
な
全
身
骨
格
は
や
は
り
注
目

を
浴
び
、
多
く
の
方
々
が
熱
心
に
見
入
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
現
在
の
ふ
く
し

ま―

地
震
・
火
山
・
津
波―

」
に
展
示
し
た

津
波
堆
積
物
や
地
震
断
層
を
熱
心
に
観
察
し

て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
津
波
堆
積
物
は
平
成
23
年
３
月
11
日
の

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
際
に
浜
通
り
地

方
を
襲
っ
た
津
波
に
よ
る
も
の
、
地
震
断
層

は
、
同
年
４
月
11
日
に
い
わ
き
市
西
部
の
田

人
地
区
で
内
陸
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
活
断

層
（
井
戸
沢
断
層
）
の
は
ぎ
取
り
断
面
で
す
。

実
際
に
大
き
く
ず
れ
動
い
た
断
層
の
実
物
を

目
の
前
に
し
て
、
衝
撃
を
受
け
た
様
子
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
地
震
や
津
波
が

起
こ
る
こ
と
も
「
現
在
も
生
き
て
活
動
し
て

い
る
ふ
く
し
ま
の
自
然
」
の
一
端
な
の
で
す

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
は
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
自
然
を

知
り
、
被
害
を
避
け
、
自
然
と
う
ま
く
つ
き

あ
っ
て
い
く
た
め
に
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
、
そ
の
き
っ
か
け
を
得
る
た
め
に
、
展
示

に
よ
っ
て
現
在
の
ふ
く
し
ま
の
自
然
の
姿
を

伝
え
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
博
物
館
の
役
割

と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「―

ふ
く
し
ま
最
古
の

岩
石
が
も
ら
え
る
！―

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
名

前
を
当
て
よ
う
！
」
に
も
、
た
く
さ
ん
の
参

加
者
に
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ

形
式
で
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
名
前
が
わ
か
る

と
、
皆
さ
ん
た
い
へ
ん
喜
ん
で
下
さ
る
と
と

も
に
、
化
石
の
特
徴
に
一
つ
一
つ
注
目
し
て

種
類
を
絞
り
込
ん
で
い
く
原
理
を
知
っ
て
得

心
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま

た
、ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
名
前
を
当
て
た
後
で
、

こ
の
展
覧
会
の
„
目
玉
資
料
“
の
一
つ
で
あ

る
ふ
く
し
ま
最
古
の
岩
石
„
松
ヶ
平
変
成

岩
“
の
小
さ
な
か

け
ら
を
も
ら
っ

て
、
皆
さ
ん
た
い

へ
ん
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

写真 1　新種の腕足類化石　キルトスピリファー・アイノサウェンシス　　写真 2　チンタオサウルス全身骨格複製
写真 3　井戸沢断層のはぎ取り断面　　写真 4　「―ふくしま最古の化石がもらえる！―アンモナイトの名前を当てよう！」実施風景　7月30日
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新任学芸員紹介
トピックス

今年度より、民俗分野の一員として福島県立博物館に加わりまし
た、山口拡と申します。
民俗学といってもその範囲は広く、それぞれの学芸員がもつ研究
テーマも様々です。今までは、絵馬のような信仰にかかわるもの、
竹で編んだカゴやザルといったものについて研究してきました。ま
た、近代以降に故郷を離れた人たちが、新しい土地で生活を作り上
げていく時の同郷の結びつきについての研究も行っています。
私自身も、この4月に生まれ育った東京を離れて、会津若松へ引っ
越してきました。そんな自己紹介をすると、県内の方にはよく「ど
うしてわざわざ東京から？」「何もないところだけど大丈夫？」と
いわれます。もちろん、生まれ育った東京には今でも愛着や魅力を
感じますが、福島県にも素敵なところがたくさんあります。それら
はあまりにも身近過ぎて、長く住んでいる方々には気付きにくい場
合もあるのかもしれません。県内各地で育まれてきた暮らしの歴史
や素晴らしさを、皆さんと一緒に再確認し、世代を超えてつないで
いけるよう、博物館から発信してきたいと考えています。
また、学習支援班としてイベント開催などに携わる機会も多いた
め、館内でお目にかかることもあるかもしれません。そんな時は、
気軽に声をお掛けいただければ嬉しく思います。

山口　拡　民俗分野担当
やまぐち      ひろむ

弦巻　優太　自然分野担当
つるまき　　ゆうた

この度、福島県立博物館に赴任した弦巻優太と申します。県立博
物館が誕生したのが、1986 年 10 月。実は私の誕生日も 1986 年
10 月。（日にちは違いますが･･･。）博物館と同じ 30 歳です。きっ
と何か縁があって赴任してきました。（と自分は思っています。）
私は、これまで８年間中学校の理科教師として子どもたちの教育
に携わってきました。地質や化石には興味がありましたが、実際に
化石を掘ったり、講義を聴いたりしたことは一度もありませんでし
た。だからこそ、今回博物館で仕事をする機会をいただいたことを
大変光栄に思っています。早いもので、赴任してから 4ヶ月が経
ちました。その中で化石、岩石の発掘・調査やワークショップなど
に参加して学芸員としての仕事の魅力を知り、ふくしまの地質に関
してさらに興味がわきました。企画展の準備にも参加させていただ
き、とても充実した 4ヶ月でした。
福島県立博物館は、貴重な資料が多く展示・保管してあり、子ど
もから大人まで生涯学習において大変魅力的な施設です。しかし、
まだその魅力を知らない方も多くいらっしゃるのではないでしょう
か。そこで、私は、多くの方が気軽に来館して学べるような「親し
みのある」施設を目指していくことを目標としています。そのつな
ぎ役として力を発揮していければと思っています。今はまだ勉強不
足でできることは限られていますが、博物館を利用する方のために
研究・研修に励み、専門性を高めていきたいと思います。博物館で
みかけたら気軽に声をかけてください。皆様、これからもよろしく
お願いいたします。

夏
の
企
画
展

ふ
く
し
ま 

５
億
年
の
自
然
史

会
期 

平
成
29
年
7
月
15
日（
土
）〜
9
月
18
日（
月･

祝
）

展覧会レポート
今
年
度
の
夏
の
企
画
展
「
ふ
く
し
ま
　
５

億
年
の
自
然
史
」
は
、
７
月
15
日
（
土
）
に

無
事
開
幕
し
ま
し
た
。
特
に
開
幕
翌
日
の
日

曜
日
か
ら
３
日
間
は
連
日
１
０
０
人
を
超
え

る
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
幕
と
同
時
に
大
勢
の
方
々
に
お
出
で
い

た
だ
け
た
の
は
、
や
は
り
直
前
に
新
聞
等
で

「
ふ
く
し
ま
最
古
の
新
種
化
石
発
見
」
が
報

道
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
、
新
種
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
南
相
馬

市
鹿
島
区
の
合
ノ
沢
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
デ

ボ
ン
紀
後
期
（
約
３
億
８
千
万
年
〜
３
億
６

千
万
年
前
）
の
腕
足
類
の
仲
間
で
、
キ
ル
ト

ス
ピ
リ
フ
ァ
ー
・
ア
イ
ノ
サ
ウ
ェ
ン
シ
ス
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
発
見
は
、
当
館
の
猪
瀬
学
芸
員
と

新
潟
大
学
の
田
沢
純
一
名
誉
教
授
た
ち
と
の

共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
す
が
、そ
の
中
で
、

郡
山
市
在
住
の
化
石
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
横

田
昭
彦
さ
ん
が
当
館
に
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た

標
本
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

研
究
の
過
程
で
、
猪
瀬
学
芸
員
が
採
集
し
た

標
本
と
寄
贈
標
本
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た

際
、
寄
贈
標
本
中
に
も
採
集
品
と
同
じ
新
種

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。
来
館
し
た
方
々
は
、
新
発
見
の
話
題
に

興
味
津
々
で
熱
心
に
展
示
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
き

込
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

５
億
年
前
に

で
き
た
ふ
く
し

ま
最
古
の
岩
石

も
注
目
し
て
い

た
だ
い
た
資
料

の
一
つ
で
す
。

そ
の
岩
石
と

は
、
や
は
り
南
相
馬
市
鹿
島
区
付
近
に
分
布

す
る
松
ヶ
平
変
成
岩
類
で
す
。
５
億
年
前
と

い
う
年
代
は
、
単
に
岩
石
を
観
察
し
て
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
岩
石
中
の
鉱
物
に
含
ま
れ
る

あ
る
種
の
放
射
性
同
位
元
素
の
割
合
を
物
理

的
に
計
測
す
る
こ
と
で
、
岩
石
の
年
代
を
推

定
す
る
の
で
す
。
来
館
し
た
方
々
は
、
細
か

い
縞
模
様
の
見
ら
れ
る
緑
色
片
岩
や
石
英
片

岩
な
ど
の
標
本
か
ら
５
億
年
と
い
う
悠
久
の

時
を
感
じ
取
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、

じ
っ
く
り
と
見
つ
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

い
わ
き
・
双
葉
地
域
に
分
布
す
る
白
亜
紀

の
地
層
か
ら
は
恐
竜
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
ヒ
ロ
ノ
リ
ュ
ウ
と
オ
オ

ヒ
サ
リ
ュ
ウ
は
、
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
と
呼

ば
れ
る
鳥
脚
類
の
仲
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
見

つ
か
っ
た
化
石
は
歯
や
脊
椎
骨
な
ど
全
体
の

ご
く
一
部
分
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
の
実

物
を
展
示

し
ま
し

た
。ま
た
、

そ
れ
ら
と

同
じ
ハ
ド

ロ
サ
ウ
ル

ス
の
仲
間

の
チ
ン
タ

オ
サ
ウ
ル

ス
の
全
身

骨
格
複
製

も
展
示
し

ま
し
た
。
大
き
な
全
身
骨
格
は
や
は
り
注
目

を
浴
び
、
多
く
の
方
々
が
熱
心
に
見
入
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
現
在
の
ふ
く
し

ま―

地
震
・
火
山
・
津
波―

」
に
展
示
し
た

津
波
堆
積
物
や
地
震
断
層
を
熱
心
に
観
察
し

て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
津
波
堆
積
物
は
平
成
23
年
３
月
11
日
の

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
際
に
浜
通
り
地

方
を
襲
っ
た
津
波
に
よ
る
も
の
、
地
震
断
層

は
、
同
年
４
月
11
日
に
い
わ
き
市
西
部
の
田

人
地
区
で
内
陸
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
活
断

層
（
井
戸
沢
断
層
）
の
は
ぎ
取
り
断
面
で
す
。

実
際
に
大
き
く
ず
れ
動
い
た
断
層
の
実
物
を

目
の
前
に
し
て
、
衝
撃
を
受
け
た
様
子
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
地
震
や
津
波
が

起
こ
る
こ
と
も
「
現
在
も
生
き
て
活
動
し
て

い
る
ふ
く
し
ま
の
自
然
」
の
一
端
な
の
で
す

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
は
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
自
然
を

知
り
、
被
害
を
避
け
、
自
然
と
う
ま
く
つ
き

あ
っ
て
い
く
た
め
に
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
、
そ
の
き
っ
か
け
を
得
る
た
め
に
、
展
示

に
よ
っ
て
現
在
の
ふ
く
し
ま
の
自
然
の
姿
を

伝
え
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
博
物
館
の
役
割

と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「―

ふ
く
し
ま
最
古
の

岩
石
が
も
ら
え
る
！―

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
名

前
を
当
て
よ
う
！
」
に
も
、
た
く
さ
ん
の
参

加
者
に
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ

形
式
で
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
名
前
が
わ
か
る

と
、
皆
さ
ん
た
い
へ
ん
喜
ん
で
下
さ
る
と
と

も
に
、
化
石
の
特
徴
に
一
つ
一
つ
注
目
し
て

種
類
を
絞
り
込
ん
で
い
く
原
理
を
知
っ
て
得

心
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま

た
、ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
名
前
を
当
て
た
後
で
、

こ
の
展
覧
会
の
„
目
玉
資
料
“
の
一
つ
で
あ

る
ふ
く
し
ま
最
古
の
岩
石
„
松
ヶ
平
変
成

岩
“
の
小
さ
な
か

け
ら
を
も
ら
っ

て
、
皆
さ
ん
た
い

へ
ん
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

写真 1　新種の腕足類化石　キルトスピリファー・アイノサウェンシス　　写真 2　チンタオサウルス全身骨格複製
写真 3　井戸沢断層のはぎ取り断面　　写真 4　「―ふくしま最古の化石がもらえる！―アンモナイトの名前を当てよう！」実施風景　7月30日
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以
前
よ
り
皆
さ
ま
か
ら
ご
要
望
を

頂
い
て
お
り
ま
し
た
、
初
心
者
向
け

の
古
文
書
講
座
を
６
月
17
日
、
７
月

15
日
、
８
月
19
日
の
３
回
に
わ
た
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
回
の
初
め

に
古
文
書
の
読
解
に
必
要
な
辞
書
の

使
い
方
と「
古
文
書
に
親
し
む
極
意
」

を
お
伝
え
し
、
早
速
古
文
書
の
解
読

を
ス
タ
ー
ト
。
最
初
の
う
ち
は
戸

惑
っ
て
手
が
止
ま
っ
て
い
た
方
も
、

途
中
か
ら
周
囲
の
方
と
相
談
し
な
が

ら
読
み
進
め
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、
あ
え
て
３
回

そ
れ
ぞ
れ
違
う
内
容
・
種
類
の
古
文

書
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
口
に
古
文

書
と
い
っ
て
も
、
字
の
く
ず
し
方
や

言
い
回
し
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
る
と
い
う
面
白
さ
を
お
伝
え
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

古
文
書
は
、
読
ま
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
コ
ツ
や
カ
ン
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
講
座
に
参
加
さ
れ
た

方
は
、
是
非
こ
れ
か
ら
も
読
解
に
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
古
文
書
を

読
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
さ
ら
に
楽
し
く
な
り
ま
す

よ
。さ

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

を
読
ん
で
「
私
も
参
加
す
れ
ば
良

か
っ
た
」と
思
っ
た
方
に
朗
報
で
す
。

今
回
の
好
評
を
受
け
ま
し
て
、
県
博

で
は
次
年
度
も
古
文
書
講
座
の
開
催

を
計
画
中
で
す
。
参
加
を
ご
希
望
の

方
は
、
県
博
の
催
し
物
情
報
を
忘
れ

ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

福
島
県
の
西
南
端
に
位
置
す
る
檜

枝
岐
村
は
、
２
千
ｍ
級
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
山
村
で
す
。
尾
瀬
の
観
光
や

歌
舞
伎
の
公
演
で
、
と
く
に
話
題
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
村
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、
江
戸

時
代
の
村
の
特
色
あ
る
姿
を
「
山
と

水
」、「
道
」、「
暮
ら
し
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
紹
介
し
ま
す
。

古
文
書
や
絵
地
図
な
ど
を
詳
し
く

見
て
ゆ
く
と
、
た
と
え
ば
「
特
産
の

小
羽
板
は
若
松
城
の
普
請
に
も
使
わ

れ
た
！
」「
山
に
白
い
熊
が
現
れ
て

捕
ま
っ
た
？
」「
尾
瀬
だ
け
で
な
く

村
に
は
８
つ
の
名
所
が
あ
っ
た
」
な

ど
面
白
い
話
題
が
た
く
さ
ん
見
つ
か

り
ま
す
。

檜
枝
岐
村
は
、
明
治
・
大
正
期
に

一
時
的
に
周
辺
の
村
々
と
組
合
村
に

な
り
ま
す
が
、
大
正
６
年
（
１
９
１

７
）
に
再
び
独
立
し
、
現
在
ま
で
つ

な
が
る
村
政
と
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

今
年
が
１
０
０
年
目
に
当
た
り
ま

す
。
村
政
百
年
を
記
念
し
て
、
福
島

市
に
あ
る
福
島
県
歴
史
資
料
館
で
今

春
に
開
催
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
展
示

を
、
秋
の
深
ま
る
会
津
の
地
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

歴
史
講
座

は
じ
め
て
さ
ん
の
古
文
書
講
座

平
成
29
年
6
月
17
日（
土
）、

　
　7
月
15
日（
土
）、
8
月
19
日（
土
）

檜
枝
岐
村
文
書
の
世
界

テ
ー
マ
展 

予
告

「檜枝岐村絵図」（部分）
檜枝岐村教育委員会蔵・福島県歴史資料館寄託

会　期：平成29年 9 月23日（土・祝）～12月10日（日）
休館日：毎週月曜　月曜日が祝日の場合は翌日
会　場：福島県立博物館常設展（部門展示「歴史美術」）
観覧料：常設展料金でご覧いただけます。
　　　　大人・大学生270円（20名以上の団体210円）
　　　　高校生以下無料
展　示：檜枝岐村文書（檜枝岐村教育委員会蔵　福島

県歴史資料館寄託）他
主　催：福島県立博物館　（公財）福島県文化振興財団
※会期中に、一部展示資料の入れ替えを行う予定です。

イッピン解説県
内
市
町
村
の
考
古
資
料
を
紹
介
す
る
当

館
テ
ー
マ
展「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
」シ
リ

ー
ズ
も
第
７
回
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
か
ら

来
年
の
５
月
ま
で
楢
葉
町
教
育
委
員
会
と
共

催
で
同
町
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
楢
葉
町

歴
史
資
料
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
博
物
館
所

蔵
資
料
を
加
え
、
約
１
４
０
件
の
考
古
資
料

か
ら
楢
葉
町
地
域
の
原
始
・
古
代
の
歴
史
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

楢
葉
町
に
は
現
在
約
１
１
０
か
所
の
遺
跡

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺

跡
は
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

中
で
最
も
著
名
な
の
が
天
神
原
遺
跡
で
す
。

昭
和
54
年
の
全
面
的
な
調
査
で
、
土
器
棺
墓

24
基
、
土
坑
墓
48
基
が
発
見
さ
れ
、
東
日
本

を
代
表
す
る
大
規
模
な
弥
生
時
代
の
墓
地
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に

は
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
出
土
土
器
と
石
器
、
副

葬
さ
れ
た
玉
類
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
楢
葉
町
だ
け
で
は
な
く
浜
通

り
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
各
時

代
の
注
目
す
べ
き
遺
跡
が
あ
る
の
で
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

縄
文
時
代
の
代
遺
跡
と
井
出
上
ノ
原
遺
跡

は
天
神
原
遺
跡
の
北
側
に
あ
る
同
一
台
地
上

の
隣
接
す
る
遺
跡
で
す
。
前
者
は
縄
文
時
代

中
期
の
中
頃
、
後
者
は
中
期
の
終
わ
り
頃
を

中
心
と
す
る
集
落

跡
で
す
。
代
遺
跡

で
平
成
13
・
14
年

度
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
縄
文
時

代
中
期
の
竪
穴
住

居
跡
が
13
軒
の
他
に
貯
蔵
穴
・
お
墓
と
し
て

使
わ
れ
た
埋
設
土
器
・
遺
物
包
含
層
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
遺
物
包

含
層
で
厚
く
堆
積
し
た
黒
色
土
か
ら
出
土
し

た
大
量
の
土
器
で
す
。
深
鉢
と
浅
鉢
が
主
体

で
大
き
さ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
豊
富
で
す
。

ま
た
北
陸
地
方
や
関
東
・
中
部
地
方
の
土
器

の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
含
ま
れ
、
遠
方
と
の

交
流
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
井
出
上
ノ
原
遺

跡
は
、
中
期
後
葉
を
中
心
と
す
る
大
規
模
な

ム
ラ
の
跡
で
、
複
式
炉
を
も
つ
住
居
跡
が
40

棟
以
上
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
メ
の
歯
を

模
し
た
異
形
石
器
12
点
が
住
居
跡
か
ら
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の
は
特
筆
さ
れ
ま

ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
７

【
楢
葉
町
歴
史
資
料
館
】移
動
展
、始
め
ま
し
た

　
　
考
古
分
野
学
芸
員
　
高
橋
　
満

す
。
そ
の
ま
ま
で
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
は
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
サ
メ
の
歯
や
そ
の
模
造
品

を
保
有
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
の
ム
ラ
の
跡
は
、

比
較
的
狭
い
範
囲
で
ム
ラ
の
規
模
や
中
心
部

を
変
え
な
が
ら
継
続
的
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
良
好
な
遺
跡
で
す
。

古
墳
時
代
で
は

が
っ
ぱ
り

合
張
古
墳
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
こ
の
古
墳
は
近
年
の
調
査
で
、
一
辺
が

15
ｍ
の
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

墳
丘
は
形
が
崩
れ
、高
さ
も
１・２
ｍ
程
し
か

残
っ
て
な
く
埋
葬
施
設
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
周
溝
か
ら
複
合
口
縁
壺
な
ど
数

個
体
の
土
師
器
が
出
土
し
古
墳
時
代
前
期
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
墳
丘
盛
り
土
の
下
か

ら
は
４
基
の
柱
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
古

墳
構
築
前
の
儀
式
で
使
わ
れ
た
建
物
跡
で
あ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
浜
通
り
の
前
期
古

墳
の
分
布
は
、
い
わ
き
市
四
倉
地
区
か
ら
浪

江
町
ま
で
の
間
が
今
ま
で
空
白
地
帯
で
し
た

の
で
、
こ
の
古
墳
の
発
見
は
本
県
の
古
墳
出

現
期
の
様
子
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
で
す
。

同
じ
地
区
に
は
古
墳
時
代
終
末
期
の
合
張

横
穴
墓
群
が
あ
り
ま
す
。
調
査
さ
れ
た
11
号

横
穴
墓
の
羨
道
部
は
長
さ
が
16
ｍ
に
も
及
ぶ

県
内
最
大
級
の
も
の
で
、
こ
の
場
所
か
ら
器

種
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
多
量
の
須
恵
器

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
墓
前
で
盛
ん
な
祭
祀

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
楢
葉
町
地
域
は
古
代

磐
城
郡
の
「
楢
葉
郷
」
に
当
た
り
ま
す
。
赤

粉
遺
跡
と
植
松
遺
跡
は
井
出
川
北
岸
の
台
地

に
あ
る
隣
接
す
る
遺
跡
で
す
。
多
数
の
竪
穴

住
居
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
が
あ
り
、
楢
葉
郷

の
中
核
的
な
エ
リ
ア
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
遺
跡
か
ら
は
「
井
手
寺
」「
中
内
」
な

ど
の
墨
書
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

「
井
手
寺
」
の
墨
書
は
、現
在
の
「
井
出
（
い

で
）」
と
い
う
地
名
が
平
安
時
代
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
集
落
近
隣
に
寺
が
建
立
さ

れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味

深
い
も
の
で
す
。
出
土
品
の
中
に
は
、
筒
型

土
器
と
呼
ば
れ
る
薄
手
で
土
師
質
の
土
器
が

多
量
に
あ
り
ま
す
。
筒
型
土
器
は
塩
づ
く
り

に
用
い
る
土
器
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
ム
ラ
の
住
民
が
塩
づ
く
り
に
関
わ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
耳
皿
や
緑
釉

陶
器
な
ど
一
般
集
落
と
は
様
相
を
異
に
す
る

出
土
品
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

楢葉町の縄文土器

合張古墳全景

墨書土器「井手寺」
（赤粉遺跡）
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以
前
よ
り
皆
さ
ま
か
ら
ご
要
望
を

頂
い
て
お
り
ま
し
た
、
初
心
者
向
け

の
古
文
書
講
座
を
６
月
17
日
、
７
月

15
日
、
８
月
19
日
の
３
回
に
わ
た
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
回
の
初
め

に
古
文
書
の
読
解
に
必
要
な
辞
書
の

使
い
方
と「
古
文
書
に
親
し
む
極
意
」

を
お
伝
え
し
、
早
速
古
文
書
の
解
読

を
ス
タ
ー
ト
。
最
初
の
う
ち
は
戸

惑
っ
て
手
が
止
ま
っ
て
い
た
方
も
、

途
中
か
ら
周
囲
の
方
と
相
談
し
な
が

ら
読
み
進
め
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、
あ
え
て
３
回

そ
れ
ぞ
れ
違
う
内
容
・
種
類
の
古
文

書
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
口
に
古
文

書
と
い
っ
て
も
、
字
の
く
ず
し
方
や

言
い
回
し
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
る
と
い
う
面
白
さ
を
お
伝
え
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

古
文
書
は
、
読
ま
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
コ
ツ
や
カ
ン
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
講
座
に
参
加
さ
れ
た

方
は
、
是
非
こ
れ
か
ら
も
読
解
に
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
古
文
書
を

読
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
さ
ら
に
楽
し
く
な
り
ま
す

よ
。さ

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

を
読
ん
で
「
私
も
参
加
す
れ
ば
良

か
っ
た
」と
思
っ
た
方
に
朗
報
で
す
。

今
回
の
好
評
を
受
け
ま
し
て
、
県
博

で
は
次
年
度
も
古
文
書
講
座
の
開
催

を
計
画
中
で
す
。
参
加
を
ご
希
望
の

方
は
、
県
博
の
催
し
物
情
報
を
忘
れ

ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

福
島
県
の
西
南
端
に
位
置
す
る
檜

枝
岐
村
は
、
２
千
ｍ
級
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
山
村
で
す
。
尾
瀬
の
観
光
や

歌
舞
伎
の
公
演
で
、
と
く
に
話
題
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
村
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、
江
戸

時
代
の
村
の
特
色
あ
る
姿
を
「
山
と

水
」、「
道
」、「
暮
ら
し
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
紹
介
し
ま
す
。

古
文
書
や
絵
地
図
な
ど
を
詳
し
く

見
て
ゆ
く
と
、
た
と
え
ば
「
特
産
の

小
羽
板
は
若
松
城
の
普
請
に
も
使
わ

れ
た
！
」「
山
に
白
い
熊
が
現
れ
て

捕
ま
っ
た
？
」「
尾
瀬
だ
け
で
な
く

村
に
は
８
つ
の
名
所
が
あ
っ
た
」
な

ど
面
白
い
話
題
が
た
く
さ
ん
見
つ
か

り
ま
す
。

檜
枝
岐
村
は
、
明
治
・
大
正
期
に

一
時
的
に
周
辺
の
村
々
と
組
合
村
に

な
り
ま
す
が
、
大
正
６
年
（
１
９
１

７
）
に
再
び
独
立
し
、
現
在
ま
で
つ

な
が
る
村
政
と
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

今
年
が
１
０
０
年
目
に
当
た
り
ま

す
。
村
政
百
年
を
記
念
し
て
、
福
島

市
に
あ
る
福
島
県
歴
史
資
料
館
で
今

春
に
開
催
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
展
示

を
、
秋
の
深
ま
る
会
津
の
地
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

歴
史
講
座

は
じ
め
て
さ
ん
の
古
文
書
講
座

平
成
29
年
6
月
17
日（
土
）、

　
　7
月
15
日（
土
）、
8
月
19
日（
土
）

檜
枝
岐
村
文
書
の
世
界

テ
ー
マ
展 

予
告

「檜枝岐村絵図」（部分）
檜枝岐村教育委員会蔵・福島県歴史資料館寄託

会　期：平成29年 9 月23日（土・祝）～12月10日（日）
休館日：毎週月曜　月曜日が祝日の場合は翌日
会　場：福島県立博物館常設展（部門展示「歴史美術」）
観覧料：常設展料金でご覧いただけます。
　　　　大人・大学生270円（20名以上の団体210円）
　　　　高校生以下無料
展　示：檜枝岐村文書（檜枝岐村教育委員会蔵　福島

県歴史資料館寄託）他
主　催：福島県立博物館　（公財）福島県文化振興財団
※会期中に、一部展示資料の入れ替えを行う予定です。

イッピン解説県
内
市
町
村
の
考
古
資
料
を
紹
介
す
る
当

館
テ
ー
マ
展「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
」シ
リ

ー
ズ
も
第
７
回
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
か
ら

来
年
の
５
月
ま
で
楢
葉
町
教
育
委
員
会
と
共

催
で
同
町
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
楢
葉
町

歴
史
資
料
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
博
物
館
所

蔵
資
料
を
加
え
、
約
１
４
０
件
の
考
古
資
料

か
ら
楢
葉
町
地
域
の
原
始
・
古
代
の
歴
史
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

楢
葉
町
に
は
現
在
約
１
１
０
か
所
の
遺
跡

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺

跡
は
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

中
で
最
も
著
名
な
の
が
天
神
原
遺
跡
で
す
。

昭
和
54
年
の
全
面
的
な
調
査
で
、
土
器
棺
墓

24
基
、
土
坑
墓
48
基
が
発
見
さ
れ
、
東
日
本

を
代
表
す
る
大
規
模
な
弥
生
時
代
の
墓
地
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に

は
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
出
土
土
器
と
石
器
、
副

葬
さ
れ
た
玉
類
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
楢
葉
町
だ
け
で
は
な
く
浜
通

り
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
各
時

代
の
注
目
す
べ
き
遺
跡
が
あ
る
の
で
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

縄
文
時
代
の
代
遺
跡
と
井
出
上
ノ
原
遺
跡

は
天
神
原
遺
跡
の
北
側
に
あ
る
同
一
台
地
上

の
隣
接
す
る
遺
跡
で
す
。
前
者
は
縄
文
時
代

中
期
の
中
頃
、
後
者
は
中
期
の
終
わ
り
頃
を

中
心
と
す
る
集
落

跡
で
す
。
代
遺
跡

で
平
成
13
・
14
年

度
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
縄
文
時

代
中
期
の
竪
穴
住

居
跡
が
13
軒
の
他
に
貯
蔵
穴
・
お
墓
と
し
て

使
わ
れ
た
埋
設
土
器
・
遺
物
包
含
層
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
遺
物
包

含
層
で
厚
く
堆
積
し
た
黒
色
土
か
ら
出
土
し

た
大
量
の
土
器
で
す
。
深
鉢
と
浅
鉢
が
主
体

で
大
き
さ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
豊
富
で
す
。

ま
た
北
陸
地
方
や
関
東
・
中
部
地
方
の
土
器

の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
含
ま
れ
、
遠
方
と
の

交
流
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
井
出
上
ノ
原
遺

跡
は
、
中
期
後
葉
を
中
心
と
す
る
大
規
模
な

ム
ラ
の
跡
で
、
複
式
炉
を
も
つ
住
居
跡
が
40

棟
以
上
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
メ
の
歯
を

模
し
た
異
形
石
器
12
点
が
住
居
跡
か
ら
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の
は
特
筆
さ
れ
ま

ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
７

【
楢
葉
町
歴
史
資
料
館
】移
動
展
、始
め
ま
し
た

　
　
考
古
分
野
学
芸
員
　
高
橋
　
満

す
。
そ
の
ま
ま
で
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
は
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
サ
メ
の
歯
や
そ
の
模
造
品

を
保
有
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
の
ム
ラ
の
跡
は
、

比
較
的
狭
い
範
囲
で
ム
ラ
の
規
模
や
中
心
部

を
変
え
な
が
ら
継
続
的
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
良
好
な
遺
跡
で
す
。

古
墳
時
代
で
は

が
っ
ぱ
り

合
張
古
墳
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
こ
の
古
墳
は
近
年
の
調
査
で
、
一
辺
が

15
ｍ
の
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

墳
丘
は
形
が
崩
れ
、高
さ
も
１・２
ｍ
程
し
か

残
っ
て
な
く
埋
葬
施
設
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
周
溝
か
ら
複
合
口
縁
壺
な
ど
数

個
体
の
土
師
器
が
出
土
し
古
墳
時
代
前
期
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
墳
丘
盛
り
土
の
下
か

ら
は
４
基
の
柱
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
古

墳
構
築
前
の
儀
式
で
使
わ
れ
た
建
物
跡
で
あ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
浜
通
り
の
前
期
古

墳
の
分
布
は
、
い
わ
き
市
四
倉
地
区
か
ら
浪

江
町
ま
で
の
間
が
今
ま
で
空
白
地
帯
で
し
た

の
で
、
こ
の
古
墳
の
発
見
は
本
県
の
古
墳
出

現
期
の
様
子
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
で
す
。

同
じ
地
区
に
は
古
墳
時
代
終
末
期
の
合
張

横
穴
墓
群
が
あ
り
ま
す
。
調
査
さ
れ
た
11
号

横
穴
墓
の
羨
道
部
は
長
さ
が
16
ｍ
に
も
及
ぶ

県
内
最
大
級
の
も
の
で
、
こ
の
場
所
か
ら
器

種
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
多
量
の
須
恵
器

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
墓
前
で
盛
ん
な
祭
祀

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
楢
葉
町
地
域
は
古
代

磐
城
郡
の
「
楢
葉
郷
」
に
当
た
り
ま
す
。
赤

粉
遺
跡
と
植
松
遺
跡
は
井
出
川
北
岸
の
台
地

に
あ
る
隣
接
す
る
遺
跡
で
す
。
多
数
の
竪
穴

住
居
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
が
あ
り
、
楢
葉
郷

の
中
核
的
な
エ
リ
ア
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
遺
跡
か
ら
は
「
井
手
寺
」「
中
内
」
な

ど
の
墨
書
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

「
井
手
寺
」
の
墨
書
は
、現
在
の
「
井
出
（
い

で
）」
と
い
う
地
名
が
平
安
時
代
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
集
落
近
隣
に
寺
が
建
立
さ

れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味

深
い
も
の
で
す
。
出
土
品
の
中
に
は
、
筒
型

土
器
と
呼
ば
れ
る
薄
手
で
土
師
質
の
土
器
が

多
量
に
あ
り
ま
す
。
筒
型
土
器
は
塩
づ
く
り

に
用
い
る
土
器
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
ム
ラ
の
住
民
が
塩
づ
く
り
に
関
わ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
耳
皿
や
緑
釉

陶
器
な
ど
一
般
集
落
と
は
様
相
を
異
に
す
る

出
土
品
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

楢葉町の縄文土器

合張古墳全景

墨書土器「井手寺」
（赤粉遺跡）
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